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かず 数 データ

388, 019
この数字は、B63i 年に足立重・西灣揚事
扁所で処理されたごみの題( 単位t ) です
ごみ問題が深刻化するなか 見● されている
のガリサイクJレ 区でもi 月から一部再生紙
の利用を哈めました 曽さんは、どんなごみ
対策をしていますか

区政の実施計画 平成2 年度
～4 年度 まとまる

人生80年時代への対応

ま ち づ く り 重点に
「 調和のと れた、心豊かな住みよい足 立 」実現のため、区では、

各種 の旆策を計画的に実施してい ます。

今後3年間( 平成2年度～4年度) の指針となる「9穹区実施計

画」 をこ のほど 策定しました。 その主な内 容をお知ら せし ます。

実
施
計
画
と
は

実
施
計
画
は
、
昭
和
6
1年
度
に

改
定
し
た
「
第
2
次
棊
本
計
画
」

の
目
標
を
、
具
体
的
に
実
現
し
て

い
く
た
め
、
施
策
ご
と
の
重
点
課

題
を
計
画
的
に
推
進
し
よ
う
と
毎

年
策
定
す
る
も
の
で
す
。

ふ
簇
3

ヵ
年
(
平
成
2
～
4
年

度
)

に
取
り
組
む
事
業
を
明
ら
か

に
し
、
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化

に
あ
わ
せ
、
毎
年
修
正
を
加
え
て

い
ま
す
。

今
回
の
実
施
計
画
の
大
き
な
柱

は
、「
人
生
8
0年
時
代
に
対
応
し
た

社
会
シ
ス
テ
ム
の
形
成
」
と

「
住

み
ょ
い
ま
ち
づ
く
n
ご
で
す

。

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
高

齢
者
事
業
団
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
、
さ
ら
に
生
涯
学
習
の
推
進

に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
道
路
、
交
通
、
下
水
道

等
の
基
幹
的
な
施
設
整
備
は
も
ち

ろ
ん
、
地
区
環
境
整
備
、
水
の
回

廊
構
想
、
再
開
発
事
秦
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。

計
画
事
業
の
総
額
は
、
平
成
2

年
度
4
7
1億
円
、
3
年
度
6
2
8億
円
、
4

年
度
5
4
5億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

総
合
的
な
地
域
福
祉

社
会
の
急
速
な
高
齢
化
。福
祉

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る

施
策
を
進
め
ま
す
。

□
特
別
養
護
老
人
ホー
ム
・
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

整
備

元
年
度
に
紫
磨
園
(

入
谷
)

が

開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
社
会
の
高

齢
化
に
伴
う
介
護
を
必
要
と
す
る

お
と
し
よ
り
の
増
大
に
備
え
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
併
設
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
さ

ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽
佐
野
二
丁
目
地
区
(
定
員
Ⅲ
人
)
　

・
:
3
年
度
開
設
予
定

▽
扇
一
丁
目
地
区
(

定
員
7
6人
)
　

…
4
年
度
開
設
予
定

□
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
螯

備心
身
障
害
者
の
通
所
訓
練
を
充

実
し
、
自
立
を
促
す
た
め
、
今
年
4

月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
東
部
地
区

に
続
き
、
西
部
地
区
に
も
建
設
し

ま
す
。

▽
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
谷
在
家
)
の
建
設
・
:
3
年
4

月
開
設
予
定

□
足
立
あ
い
あ
い
公
社
の
設
立
　

地
域
に
住
む
方
々
の
助
け
あ
い

を
基
本
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
多

様
な
一
丁

ズ
に
対
応
で
き
る
組
織

と
し
て
、2
年
度
に
福
祉
公
社
「
足

立
あ
い
あ
い
公
社
」
を
設
立
。
援

助
協
力
員
事
業
を
2
年
度
は
モ
デ

ル
地
区
で
、3
年
度
か
ら
は
区
内

全
地
区
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
将

来
は
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。

□
生
涯
学
習
施
般
の
整
備

余
暇
の
増
大
に
伴
い
、
ふ
徭

区

民
の
皆
さ
ん
の
学
習
意
欲
も
高
ま

り
、
そ
の
要
求
も
多
様
化
し
て
き

ま
す
。
こ
れ
に
応
え
る
た
め
、
各

種
の
生
涯
学
習
施
設
を
計
画
的
に

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
心
と
な
る
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
は
、3
年
度
ま
で
に
基
本

的
な
構
想
を
ま
と
め
る
予
定
で

す
。子

ど
も
た
ち
の
科
学
と
の
出
会

い
の
場
と
な
る
、(
仮
称
)
児
童
文

化
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。
こ

こ
に
は
、
プ
ラ
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
の
ほ
か
、
9
0
0

人
収
容
の
ホ
ー
ル
も
併
設
し
ま

す
。(
4
年
7
月
完
成
予
定
)

竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
の
改
築
も

継
統
し
、
4
年
4
月
に
ス
イ
ム
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
す

る
予
定
で
す
。

谷在家に建設予定の西部障害福祉総合センター
( 完成予想図)

快
適
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
に

都
市
基
盤
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
快
適
性
を

導
入
し
、
さ
ら
に
住
み
ょ
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。

□
親
水
水
路
・
緑
道
の
整
備

四
方
を
河
川
に
囲
ま
れ
、
水
路

が
縦
横
に
流
れ
る
足
立
区
の
特
性

を
生
か
し
た
、
水
の
回
廊
構
想
を

さ
ら
に
進
め
ま
す
。

▽
中
居
堀
・
古
隅
田
・
竜
井
堀
・

梅
田
堀
・
保
木
間
堀
・
赤
山
街

道
・
武
蔵
野
の
路
整
備
(
4

年

度
ま
で
段
階
的
に
完
成
)

▽
花
畑
川
水
上
公
園
整
備
(
2

年

度
基
本
設
計
、4
年
度
第
1
期

造
成
工
事
)

□
荒
川
河
川
敷
の
整
備

▽
千
住
新
橋
緑
地
(
新
橋
グ
ラ
ン

ド
)
の
整
備
・・・
2
年
1
0月
開
設

予
定

まちに潤いを与える親水緑道
保木間堀( イメージ図)

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
推
進
と

生
涯

学
習

施
策

人
生
8
0年
時
代
に
向
け
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
と
、区
民

の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
へ
の
参茄

を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

□
住
区
セ
ン
タ
ー
の
建
設

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核

と
な
る
住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在

は
3
8館
あ
り
ま
す
。
こ
の
住
区
セ

ン
タ
ー
を
1
館
増
し
ま
す
。

▽
千
住
河
原
町
住
区
セ
ン
タ
ー
…

3
年
1
0月
開
設
予
定

本
格
的
な

地
域
経
済政

策

産
業
振
興
は
、
地
域
の
活
性
化

の
重
要
な
課
題
で
す
。こ
の
た

め
、地
場
産
業
の
育
成
に
力
を
注

ぎ
、
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す

。
そ

の
柱
と
な
る
の
が
産
業
情
報
室
で

す
。こ

こ
を
中
小
企
業
に
不
足
し
が

ち
な
情
報
の
収
集
・
提
供
の
拠
点

と
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
製
造

業
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、

受
発
注
の
あ
っ
せ
ん
や
企
業
P
R

に
活
用
す
る
予
定
で
す
。(
2年
7

月
開
設
予
定
)

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
駅
前
再
開
発
事
業
を
促
進

し
ま
す
。
対
象
と
な
る
地
区
は
、

▽
竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地
区

▽
北
千
住
駅
西
口
地
区

▽
五
反
野
駅
周
辺

▽
綾
瀬
駅
西
口
周
辺

な
ど
。

こ
の
「
実
施
計
画
」
の
実
現
を

図
る
平
成
2
年
度
の
予
算
案
が
、3

月
の
区
戀

石

承
認
さ
れ
ま
す

と
、
各
事
業
が
動
き
出
し
ま
す
。

※
実
施
計
画
書
は
。
情
報
公
開
課

(
太
庁
舎
・
中
央
本
町
庁
舎
)
。
各

図
番
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

その他の事業
□ 生涯学習施設の竪備
レ 放送大学の誘致
□ 教育環澆・施股の整備
し〉学 校 の建 設( 入 谷 南中 学
校・統合新校)

レA ・V( 校内放送 ・放 映装
置) の股置

じ〉技術変庭科用コンピュ ータ
の導入

□ 商店街の振興
冫 商店街まちづくり計画 策定
冫 広域的商店街の駐車 場用地
の確保
街路灯の 維持管理費 助成

□ 都市肝画道路の整備
E>補 助251・258・274・295号 線
の整備

□ 荒川河川敷の整備
レ江北僑緑地 ・鹿浜橋 緑地

□ 舎人新線等の導入促 進
レ舎人新線都市肝画素 案策定
D 常磐新 繚基本 計画策定の調
査

□ 住環澆の整備
レコミ ュニティ住 環滉整備事
業

C〉防災生活 圏モデル 事業
地区環 滉整備 事業

) 法定地区計画
じ〉土地区画整理 事業

募 集 し ま す
ま ち づ く り

カ ウ ン セ ラ ー

安
全
で
快
適
な
住
み
ょ
い
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、区
で
は
『
ま

ち
づ
く
り
推
進
要
綱
』
を
制
定

し
て
い
ま
す
。

こ
の
要
綱
は
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
自
主

的
に
作
ら
れ
た
団
体
や
、
こ
れ

か
ら
団
体
を
作
ろ
う
と
し
て
い

る
区
民
の
皆
さ
ん
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
良
き
相
談
者
と

し
て
の
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
」
と
、
専
門
的
な
立
場
か
ら

助
言
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
」
を
区
が
派
遣
す
る

制
度
で
す
。

こ
の
「
ま
ち
づ
く
り
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容

▽
地
域
に
派
遣
さ

れ
た
と
き
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
技
術
指
導
・
助
言
を

行
う

▽
ま
ち
づ
く
り
推
進

連
絡
会
議
へ
の
出
席
(
年
3
　

回
)

募
集
人
数
7

人

任
期
3
年

応
募
賢
格

▽
足
立
区
に
引
き

続
き
3
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方

▽
満
3
5歳
以
上
の
方

▽
都
市
計
画
に
関
す
る
業

務
に
携
わ
る
方

▽
中
小
企

業
診
断
士
の
資
格
が
あ
り
、

商
工
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

業
務
に
携
わ
る
方

▽
建
築

士
の
資
格
が
あ
り
、
建
築
士

事
務
所
協
会
等
の
団
体
に
所

属
し
て
い
る
方

▽
以
上
の

資
格
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
豊
富
な
知
識
と
経
験
の
あ

る
方

謝
礼

区
か
ら
派
遣
さ
れ
た
場

合
、
謝
礼
金
が
出
ま
す

提
出
番
類

ま
ち
づ
く
り
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
登
録
申
込
書
、
資

格
証
明
書
、
業
務
経
歴
書

応
募
期
限
2

月
2
6日

選
定

ま
ち
づ
く
り
委
員
等
選

定
委
員
会
で
選
定
・
登
録
し
、

結
果
は
本
人
に
通
知

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

ま
ち
づ
く
り
課
推
進
係

四
8
8
2
1
1
1
1
㈹

足
立
区
民
憲
章
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

『
調
和

』

完
成

都
立
東
京
武
道
館
オ
ー
プ
ン

に
あ
わ
せ
、
改
修
さ
れ
た
東
綾

瀬
公
園
の
綾
瀬
駅
側
に
、
区
民

憲
章
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

「
調
和
」
と
名
付
け
ら
れ
た

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
高
さ
2

・
5
び
、
ブ
ロ
ン
ズ
製
(
台

座
は
御
彫
石
)
で
す
。

2
月
8
日
に
は
、
区
長
、
区

塰
=
議
長
を
は
じ
め
、
区
民
憲

章
推
進
協
甕

覆

員
、
地
元
の

方
々
の
手
に
よ
っ
て
除
幕
式
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

綾
瀬
の
ま
ち
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ

イ
ス
。
区
民
憲
章
と
も
ど
も
未

永
く
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ

い
。

グ
ラ
フ
あ
だ
ち
№
2
1

無
料
配
布
中

配
布
鳩
所

区
民
事
務
所
、
情

広
報
課

報
公
開
課
(
本
庁
舎
、中
央

問
合
せ
先

本
町
庁
舎
)
、社
会
教
育
館
、

本
庁
舎
・
広
報
課
{
1
8
8
2
1
1
1
1

㈹
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税

金

申告はお早目 に
所 得 税 ・住 民 税

3 月15日
ま
で

消費税
4 月2 日ま

で

申
告
期
限
が
近
づ
く
と

、
窓

口
が
た
い
へ
ん
混
み
あ
い
ま

す
。
申
告
は
お
早
め
に

。

□
所
僻
税

確
定
豐
i

提
出
場
所

▽
足

立
税
務
署

▽
西
新
井
税
務

署壅
京
税
理
士
会
で
は

、
白
色

申
告
の
小
硯
模
事
業
者
を
対
象

と
し
た

、
無
料
田
舎
相
談
を
行

い
ま
す

。
巾
告
魯
の
提
出
も
で

き
ま
す

。

日
程

表
1
の
と
お
り

□
住
民
税

申
告
一

が
必
要
な
方
は
、
課

税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

申
告
一

鍵
出
場
所

中
央
本
町

庁
舎
・
課
税
課

区
民
事
務
所
出
張
受
付
日
程

表
2
の
と
お
り

□
所
得
証
明
一

の
発
行

前
年
中
の
所
得
を
証
明
し
ま

す
。
平
成
2
年
度
の
証
明
一

は

6
月
8
日
か
ら
、
住
民
税
を
給

料
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
人

は

、5
月
回
月
か
ら
発
行
の
予

定
で
す

。

申
請
場
所

巾
央
本
町
庁
舎
・

課
税
踝

、
区
内
各
区
民
事
務

所

必
要
な
も
の

印
か
ん

、
手
散

料
T

通
沺
円
)

崋
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
以

外
の
方
が
証
明
一

を
取
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

Λ
採
税
課
V

表1 小規模事業者のための確定申告無科相談

● 暈で のご 采圃 はご 週 廱< ださし4

喪2 住民税の出張受付
( 区 役所課 税 脾諷 員が 行い ま 蕚)

問合せ先

所 得 税
足立税務署 　( 888) 6241

( 千住 旭 町4- 21)

西新井税務署 　( 840) 1111
( 栗 原3- 10- 16)

税務 相談室
足 立 分 室 ( 881) 8692

( 干 住 旭町4- 21 足 立税 務 署内)

住 民 税
区役 所中央 本 司庁 舎( 中央 本町1・17・1)

課 税 課 　( 880) 5081

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
原
動
機
付
自
転
車

廃
車
等
の
手
続
き

次
の
よ
う
な
原
助
機
付
自
転

甲
を
お
持
ち
の
方
は
、
廃
車
ま

た
は
名
義
変
更
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
壊
れ
て
乘
れ
な
い
も
の

▽
盗
難
に
あ
い
、
硯
在
ま
で
発

見
さ
れ
な
い
も
の

▽
届
け
出
を
し
な
い
で

、
充
っ

た
り

、
譲
っ
た
り
し
た
も
の

手
続
き
に
必
妥
な
も
の

▽
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

▽
標
識

交
付
証
明
S
(

盗
難
・
紛
失

等
の
鳩
合
は
係
に
相
談
)
　

▽
印
か
ん

※
3
月
割
日
ま
で
に
廃
車

、
名

義
変
更
を
し
な
い
と

、
平
成
2

年
廩
曜
自
動
車
税
が
譁
悦
さ
れ

ま
す
。
他
人
に
瞶
っ
た
方

。
廃

車
届
を
代
理
人
に
依
頼
し
た
方

は

、
必
ず
鹿
車
届
出
済
富
の
価

綛
を
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

軽
自
助
車
税
係四

脚
5
0
8
8

福

祉

妊
産
婦
・
低
体
重
の
乳
児
に
…

ミ
ル
ク
を
さ
し
あ
げ
ま
す

区
で

は

、

妊
産

婦

お
よ
び

低

体

重
の

乳
児

に
対

し

て

、
母

子

栄

養

食

品

を
支

給

し

て

い
ま

す

。

対

取

生
活

保
護

世
帯

、
住

民

税
非

課
税

世
帯

、
所

得
税

非

課
税

世
帯

の

い
ず

れ
か
の

世

帯
の

妊
婦

、
産

婦

、

低
体

重

の
孔

児

支

給
期

間

▽
妊
婦
=

・
妊
娘
5
　

ヵ
月
目

か

ら
6

ヵ

月
間

▽

産
婦
・・・
出

産
の
翌

月

か
ら
3
　

ヵ
月
間

▽
乳
児
・
・
生

後
4
　

ヵ

月
目

か

ら
9

ヵ

月
聞
(

左

表
の
体
重
以
下
)

支
給
品
目

▽
牛
乳
E
1
日
1
　

本
(
鴣
5

▽
粉
ミ
ル
ク

=・
1
ヵ
月
―
缶
(
千
ざ

申
請
に
必
要
な
も
の

所
碍
証

明
一

類

葆
護
の
し
お
り

、

非
課
税
証
明
書
等
)
。母
子
手

椣

、
印
か
ん

※
支
給
は
申
請
日
の
翌
月
か
ら

と
な
り
ま
す

。

申
謫
・
問
合
せ
先

本
斤
7
　

保
健
予
防
係

口
眤
1
1
1
　
1

㈹

Ug 表

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

福

祉

手

当
(
経
過
措
置
分
)

手
当
額

の
改
正

棒
別
障
害
者
手
肖
等
が
改
正

さ
れ
。
こ
れ
に
伴
い
平
成
元
年
4

月
分
か
ら
1
0月
分
ま
で
の
差

碩
を
支
給
し
ま
す

。

ま
た
、H
月
分
か
ら
2
年
1

月
分
は
、
改
正
後
の
額
で
1
0月

分
ま
で
の
差
碩
と
あ
わ
せ
て
支

給
し
ま
す
。

預
金
通
帳
と
印
か
ん
を
持
う

で

、
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

手
当
額
の
改
正

下
表
の
と
お

支
払
日
2

月
1
3日
ご
ろ

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
槽

祉
係
ひ鰹
1
1
1
1㈹

特別廊害者手当尋手当額改TF一覧

参
考
に
し
て

く

だ

さ

い

老
人
医
療
費

老
人
保
健
法
医
豐

菘

者
証

を
お
持
ち
の
方
に
、
平
成
元
年
9

月
に
受
珍
さ
れ
た
『
医
療
W

の
額
』
を
参
考
ま
で
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
こ
れ
は

。
受
診
し

た
方
の
健
康
と
老
人
医
療
S
に

対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
も
の
で
す

。

2
月
下
句
に
送
付
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

豪
た
だ
し
、
医
療
W
の
額
が
3

千
円
以
下
の
方
に
は
、
送
付
し

ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

本
庁
舍
・
老
人
医

療
係

舂
眤
―
-
1
1

㈹

文

化

財

区

の
文
化
財

新
た
に
9
件
を
登
録
し
ま
し
た

氾
立
区
に
は

、
郷
土
の
緊
史

や
文
化
を
伝
え
る
数
多
く
の
文

化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
貴

哘
な
文
化
財
を
保
護

。活
用
し

、

ま
た
後
世
に
伝
え
て

い
く
た

め
。
昭
和
5
6年
度
に
文
化
財
保

躇
条
例
を
制
定
し
、
昭
和
6
3年

度
ま
で
に
即
件
の
文
化
財
を
指

定

、
登
録
し
ま
し
た

。

1
月
1
2川

、
新
た
に
次
の
9

卜
の
文
化
町
を
び
録
し
ま
し

气□
有
形
文
化
財
〉政
人
諏
訪

神
社
本
慇
緤
楊
)
、舎
人
ワ
ー

:
2
1
-
1
2
》
杰
楢
形
座
像

(
彫
列
)
、
伊
興
町
挟
間
蛎
法
受

寺
》
鷹
濳
眺
止
の
札
(
歴

史
資
料
)
、
伊
輿
4
H
-
-
6
常

川
道
氏
所
行
▽
八
傍
の
喝
不

蔗
史
資
料
こ
伊
興
j
-
H
-

6
常
Ⅲ
延
氏
所
町
v
卍
木
櫟

蔭
叭
纃
碑
歴

史
資
料
)
、
千
皿
4
-

洳
-
2
水
川
呻
吐

▽
高

正
人
満
・一巳
縁
起
碑
{
歴
史
資

料
}
、
r
皿
4

叫
2

氷
川
陣
u

□
有
形
民
俗
文
化
財
▽
皈
碑

型
阿
弥
陀
三
尊
哺
孑
庚
巾
垪

中
川
!
-
9
-
弖
路
鬯
二
羽

哇
t
氏
所
I
v
百
躰
火
巾

片
、
呀
拜
5
1

『
l
f

川
田

司
氏
所
有

マ
興
野
抻
召
傘
扎

の
ぽ
り
付
山
岡
鐵
人
郎
碍
、
興

好
2
-
2
8
-
4
2
興
野
神
社

Λ
郷
E
岬
初
館
v百鉢庚申嗜

募

集

『
女
性
の
つ
ど
い
』論
文

食堂 経営者
( 中 央本町庁舎)

を 募集

女
性
の
斐

葆

出
の
第
一
歩

と
も
言
う
べ
き
、
婦
人
参
政
権

護
持
を
記
念
し
た
婦
人
週
間
事

粟
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
女
性
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
を
樊

芒

、
論
文
を
募

桑
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

女
性
の
参
政
権
や
女

性
の
社
会
参
加
に
つ
い
て

「
コ

奈
の
尊
さ
≒

女
性
と

政
治
」
な
ど
)

応
募

賢
格

区
内

在
住
・
在

動
・
在
学
の
女
性

応
耳
要
領

▽
字
数
2
千
字
程

度

▽
別

紙

に
住
所
、
氏

名

年
鴫

職
業
'
m
話
番
号

を
明
配
し
、
同
封
の
う
え
郵

送
応
募
期
限
3

月
1
0日
必
着

営
業
場
所
g

役
所
中
央
本
町

斤
舎
地
下
食
堂

食
堂
観
模

4
燔
横
・
-
-
m
平
カ
ロ
　

▽
厨
房
面
覆
・
-
1
5
7
平
方
び

賞

一
席
か
ら
三
席
各
―
点
穆

度
(
賞
状
と
記
念
品
輝
与
)

発
表

本
人
に
直
接
通
知
す
る

ほ
か
、
「
女
性
の
つ
ど
い
」
記

念
講
演
会
場
で
表
彰

※
応
夢
作
品

は
返
却
し
ま
せ

ん
。
ま
た
そ
の
版
権
は
足
立

区
に
属
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合

セ
ン
タ
ー

言
脚
5
2
2
2

営
業
闘
始
4

月
以
降

申
込
方
法

竃
話

申
込
期
限
2

月
a
日

申
込
-
問
合
せ
先
本
庁
曾
。

福
利
係
a

眤
―
―
―
―
㈹

健

康

食
生
活
講
演
会

開

業

医

か

ら

見

た

区
民
の
健
康
と
食
生
活

日
本
は
世
界
一
の
長
野
国
。

し
か
し
、
成
人
病
の
増
加
と
と

も
に
、
病
気
が
ち
な
人
や
寝
た

き
り
の
人

も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
若
さ
と
健
康
を
保
つ
た
め

に
は
、
生
活
環
境
と
り
わ
け
食

生
活
が
重
要
で
す
。
成
人
病
が
4

債

病
'
と
い
わ
れ
る
の
も

こ
の
た
め
で
す
。

今
回
は
、
地
域
徙

冫

滯
い

関
わ
り
を
持
つ
開
業
医
か
ら
見

た
。
区
民
の
健
康
と
食
生
活
の

関
係
に
つ
い
て
字
び
ま
す
。

日
時
2

月
2
8旦

水
)
、
午
後

1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所

千
住
保
畊
所

対
象

区
内
在
住
の
方

講
師

田
中
良
氏
(
田
中
病
院

医
師
)

定
S
6
0

人
(
先
釁
瑣
)

賢
用

無
料

申
込
万
法

電
話
予
約

申
込
・
問

合
せ

先

各
保
健

所
・
保
健
相
駁
所

精
神
保
健
講
演
会

ど
う
す
る
?
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

酒
が
原
因
で
仕
事
を
休
ん
だ

り
、
人
間
関
係
に
ひ
び
が
入
っ

た
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。ア

ル
コ
ー
ル
依
存
優
は
本
人

の
心
身
を
む
し
ば
む
だ
け
で
な

く
、
家
族
も
巷
き
こ
み
、
仕
事

や
友
人
を
失
な
う
と
い
う
病
気

で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
正
体

と
治
療
方
法

、
対
応
の
仕
方
を

学
び
ま
す
。

酒
で
困
っ
て
い
る
方
、
関
心

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
3
月
3
日
(
土
)
。午
前
　

1
0
時
～
正
午

嬢
所

足
立
保
健
所

講
師

秋
山
正
弘
氏
(

大
田
区

大
田
病
院
医
師
)

定
員
5
0

人

筅
着
順
)

申
込
万
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所

・
I
S
4
1
5
1

酒
害
相
談

区

で
は

。

お
酒

を

や

め
ら
れ

ず
に

悩
ん

で

い
る
方

、

ま
た
は

そ

の

家

族

を

対

象

に

、
専

門

医

、
保

健
婦

に

よ

る
酒

害
相

岐

を
毎

週
1

回
行

っ
て

い
ま

す

。

一
人

で
悩

ま
ず

、
同

じ
悩

み
を

持

つ

方
と

い
っ
し

ょ

に
考

え
ま

し

ょ

う

。

日

時

・
場

所

▽
千
住

保

健
所

…
第
1

・
3

木

曜
日

▽
足

立

保
健

所
・・

』第2

・
4

木

曜

日

▽

い
ず

れ
も
午

後
1

時

3
0分

～
3

時
3
0

分

申

込

方
法

電
晒

予
約

申

込

・
£

合
せ
先

千

佳
保

健

所
(

。
‘
膕
4
2
7
7
)

、
足

立

保
健

所
(
e
s
4
1
5
1
)

催

し

物

区内
施設めぐり
足立区観光協会 主催

区
内
の
施
設
を
パ
ス
で
ご
案

内
し
ま
す

。

期
日
3

月
9
日
(

金
)

集
合
場
所
・
時
間

本
冷
ま

千

住
)
前

、
乍
加
8

時
3
0分

主
な
見
学
先

中
川
処
理
鳩
、

郷
土
博
物
館

、
教
育
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

、
保
木

間
せ
せ
ら
ぎ
の
道

元

溯
江

公
園
)
、
西
新
井
大
師
ほ
か

定
員
4
0

人
(
光
着
順
)

参
加
賢

▽
観
光
協
会
会
員
・
:

千
沺
円

▽
会
興
以
外
・・・
2

千
円

▽
い
ず
れ
も
昼
食
付

き

百

日
お
支
払

い
く
だ
さ

い
)

申
込
方
法
2

月
1
6口
、
乍
前

8
時
3
0分
か
ら
電
話
予
杓

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
観

光
協
会
事
務
局

吊

央
本
町

庁
舎
・
商
工
振
興
課
内
)
　
　

魯
勁
5
1
9
1

小
学
校
心
身
障
害
学
級

連
合
学
習
発
表
会

心
身
障
害
児
の
舞
台
発
表
と

作
品
展
示
を
行
い
ま
す

。

日
吟
2
月
1
6
日
(
色
、午
前
　

9
時
～
午
後
1
時
3
0
分

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

本
庁
舎
心
事
第

二
係

四
鵺
1
1
1
1
㈹

区
民
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
3

月
2
2日
(
夜
発
T
2
5
　

日
、
車
中
―
泊
3

泊
4
日

場
所

志
賀
高
原
熊
の
湯
ス
キ

ー
鳩

文
通

▽
往
跡
:
タ
ラ
ツ
ク
ス

パ
ス

▽
後
略
・
:
J
R

定
員
4
0
人

筅
一
項
)

費
用

▽
大
人
・・
・
3
万
9
千
沺

円

▽
子
ど
も
・・・
3
万
5
千

円
(

小

学
生

以
下

は
保

畢

者

同

伴
)

申

込
金

―
人
2

万
円

申

込
方

法

申
込

金

を
添
え

直
接

申
し

込

み

申

込
・

問
合

せ

先

区

ス

キ
ー

協
会

バ
ム
ス

ポ

ー
ツ
(

き

皿
7
9
0
0
)

、

奉
内
(

蟶
眤

7
7
8
9

一

青
年
セ
ン
タ
ー

《
2
月
の
シ
ネ
サ
口
ン
》

2
月
の
シ
ネ
サ
ロ
ン
は
「
ス

タ
ン
ド
バ
イ
ミ
ー
」
を
お
届
け

し
ま
す
。

小
学
生
最
後
の
夏
休
み
、
冒

険
の
旅
に
出
た
4
人
。
過
ぎ
去

っ
た
少
年
期
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ

ー
を
こ
め
て
描
き
ま
す
。

£
の
時
の
よ
う
な
友
だ
ち

は
、も
う
で
き
な
?

日
時
2

月
2
1日
{
水
}
、
午
後

7
時
か
ら

場
所
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
1

・
】剛
0
0
6
1

げんきっこ 一輪車教室
日
時
2

月
2
5日
(
旦

、
午
後

1
時
3
0分
～
3
時

鳩
所

東
部
区
民
禰
祉
セ
ン
タ

ー
本
館
桑
二
″
室

対
象

区
内
小
字
生

内
容

一
輪
車
の
初
歩
を
楽
し

く
字
ぴ
ま
す

指
4

若
江
正
徳
氏
(
区
一
輪

皐
連
盟
理
事
艮
)

定
員

低
学
年

高
乍
年
各
1
0
　

人
賢
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

竃
話

申
込
・
間
侖
せ
先

東
部
区
民

瑚
祉
セ
ン
タ
ー魯

回
7
1
0
1

障
害
者
総
合
作
品
展

区
内
の
阻
害
者
の
方
々
の
す

ば
ら
し
い
力
作
を
た
く
さ
ん
集

め
た
障
客
者
襲

筰

品
展
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
2
月
2
2
～
2
6
日
、
午
町
　

1
0時
～
午
後
6
時

場
所

西
新
井
区
民

ホ
ー
ル

(
ニ
チ
イ
西
新
井
店
4
階
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福

祉
課

豊
盥
1
1
1
1

㈹

相

談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

区
で
は
、
毎
月
皆
さ
ん
の
お

近
く
に
出
張
し
て

。
年
金
相
鮫

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
曾
・

国
艮
年
金
踝
推
進
係

瑟
5
1
5
1

2 月の年金出張相談

乳幼児
すこやか相談

育
児
に
つ
い
て

。
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
悩
み
な
ど
に
次
の
私

立
保
育
園
で
育
成
相
談
を
行
っ

て

い
ま
す

。

経
験
豊
か
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母

が
相
談

に
お
答
え
し
て

い
ま

す
。気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
の
秘
密
は
曜
守
し
ま
す
。

場
所
・
相
談
日

▽
奥
野
保
育

園
(
西
斬
井
本
町
4
-
1
9
-
　

翌

沺
3
2
0
0
)

・
‘『
毎
週

月

‘
土
曜
日

▽
観
脾
館
保

育
園
祕
田
4
1
2
9
-
6

四
吻
3
8
6
0
)

・『・
毎
週

水
・
金
曜
日

▽
新
田
保
育

園
(
新
田
y
l
-
1
0

魯
9
1
4
6
4
6
6
)

・・・
毎
週
火
・

木
曜
日

相
談
吟
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
肢
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
斤
舎
・
児
章
助

成
係

四
脱
1
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
無
料
法
律
・
法
務
総
合
相
談

所
開
設

日
時
2
月
2
1
日
・
2
2
日
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
受
け
　

付
け
は
午
後
3
時
ま
で
)

場
所
亀
戸
駅
ピ
ル
「エ
ル
ナ
　

ー
ド
」
6
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
　

(
江
東
区
亀
戸
5
-
1
-
　

―
)

楴
談
内
容

▽
法
律

▽
公
正

証
s
の
作
成

▽
人
権

▽

登
記

▽
戸

舛

▽
国
籍

▽
供
托
等
に
関
す
る
こ
と

問
合
せ
先

東
京
法
務
局
人
権

擁
護
部

賣
泪
6
2
3
1

□
北
療
斉
医
療
セ
ン
タ
ー
城
北

分
園
、
通
園
児
童
を
幕
粛

対
象

都
内
在
住
の
心
身
に
障

害
の
あ
る
乳
幼
児

軟
膏
内

容

機
能
訓

練
、保

育
、生
活
指
導
な
ど

通
園
方
法

観
子
に
よ
る
通
園

涌
圜
開
始
4

月

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
3

月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
北
療

育

医
家

セ
ン

タ

ー
城

北
分
園

(一
両

兩

花

畑
5
-
1
0
-

―

琵
5
1
3
1
)

□
ト

ウ

キ
ョ

ウ

ス

リ

ム

イ

ン

ド
ー
ム

日
蒔
3
月
2
9
日
采
)
、午
前
　

岬
～
午
後
6
時

会
場

東

京
ド

ー
ム

内
容

ク
イ
ズ

大
会

ゲ
ー

ム

フ

リ
ー

マ

ー

ケ

ッ
ト

な
ど

入
場

整
理

雰
配

布

▽
2

月
中

旬

か
ら
=

・
清

掃
事

務

所
、
都

庁

、
区

役
所

窓

口

▽
3

月

中

旬

か
ら
・
・・
P
R

キ
ャ

ラ

パ

ン

隊
に

よ
っ

て

問
合
せ
先

足
立
柬
灣
掃
事
穆

所
(
'
‘
朏
0
7
1

恚

、
足
立

西
済
掃
事
務
所
(
e
s
2
1
　
4
1
)

、
清
掃
局
普
及
調
査
諌

(
e
2
1
2
5
1
1
1㈹
)

□
相
続
登
肥
は
お
済
み
で
す
か

月
間

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
法

律
相
談
を
吁
い
ま
す
。

期
限
2

月
2
8
日
ま
で

場
所

東
京
司
法
一

士
会
所
属

の
各
可
法
s
士
事
務
所

閊
合
せ
先

東
京
司
法
書
士
会

t
s
9
1
9
1

みんなの健康 足 立 保 健 所 　855- 4151千 住 保 健 所 　888- 4277

江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880 一5351

春の火災予防運動
3 月1 日～7 日

〝広げよう 放火防止の 都民の輪
〟

〝高め よう 住い の安全
〟

《千住・足立・西新井 消防署》

訂

正

2
月
5

日

号
1

面

『
東
京

武
道

祭

』
の

妃
事

中
、

東
京

武

道
選

抜
大

会
日

程

に
喚
り

が

あ
り

ま
し

た
。

正

し

く
は

、
▽
1
1

日
・
;
な

ぎ

な

た

▽
1
8

日

・
;
銃

剣

道

・
弓

道
で

す
。

お
わ

び
の

う

え
訂

正
し

ま
す

。
(
広
報

課
)



1990 年( 平成2 年) 2 月15 日あ だ ち 広 報第854 号 ( 4)

まちかど通信
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〒120千住1- 4- 18
882―1111 ㈹

むかしの遊 び大会
花畑区民センター

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
親

し
ん
だ
、
昔
か
ら
伝
わ
る
遊
び

を
体
験
し
て
み
ょ
う
と
、
1
月
2
7

日
、
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
児

童
館
で
ぶ
む
か
し
の
あ
そ
び
大

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ベ
ー
ゴ
マ
や
石
け
り
、
お
手

玉
、
ま
り
つ
き
な
ど
、
6
種
類

の
遊
び
に
7
0人
あ
ま
り
の
子
供

た
ち
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
大
人
か

ら
見
れ
ば
ご
く
普
通
の
こ
れ
ら

の
遊
び
も
、
現
代
っ
子
た
ち
に

は
聞
く
の
も
見
る
の
も
初
め

て
。
大
会
前
の
1
ヵ
月
間
練
習

川
に
励
み
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
の
で
遊
ぶ
ほ
ど
ヒ

マ
じ
ゃ
な
い
ヨ
」
と
初
め
は
ソ

ッ
ポ
を
向
い
て
い
た
子
供
た
ち

も
、
次
第
に
熱
心
に
通
っ
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。

「
ベ
ー
ゴ
マ
つ
て
、
名
前
は

知
っ
て
た
け
ど
、
や
っ
た
の
は

初
め
て

。
床
(

バ
ケ
ツ
に
布
を

張
っ
た
土
俵
)
に
う
ま
く
コ
マ

が
乗
っ
た
と
き
は
お
も
し
ろ

い
。
あ
き
な
い
よ

」
と
ふ
沢
圭

一
郎
君
(
花
畑
西
小
6
年
生
)
。

「T
V

ゲ
ー
ム
は
苦
手
」と
い

う
ぉ
父
さ
ん
、
X
W
芍
ん
、た
ま

に
は
昔
と
っ
た
杵
柄
で
、
子
供

た
ち
に
自
慢
の
腕
を
披
露
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

館長( 手前右) は実はベーゴマ名人。
だまっていられず、飛び込み参加

火
の
用
心
!

郷
土
博
物
館
で
防
火
訓
練

『
―
階
ホ
ー
ル
か
ら
出
火
丿

急
を
告
げ
る
声
と
同
時
に
館
内

の
消
火
器
や
消
火
ホ
ー
ス
が
引

き
出
さ
れ
、
消
防
車
も
次
々
と

到
着
…
。

文
化
財
防
火
デ
ー
の
1
月
2
6

日
。
郷
土
博
物
館
で
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
煙
筒
が

た
か
れ
、
消
防
車
3
台
、
司
令

車
、
救
急
車
、
地
元
の
消
防
団

が
駆
け
付
け
る
本
番
さ
な
が
ら

の
訓
練
に
、
通
行
中
の
人
も
不

安
そ
う
に
見
守
り
、
訓
練
と
わ

か
っ
て
ホ
ッ
。

足
立
消
防
署
管
内
の
、
昨
年

の
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
放

火
、
次
に
子
供
の
火
遊
び
、
夕

バ
コ
。

「
し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
1
2
月

～
3
月
は
、
火
災
の
多
い
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
特
に
ス
ト
ー
ブ
の

消
し
忘
れ
、
着
火
し
た
ま
ま
の

給
油
、
周
り
の
物
へ
の
引
火
な

ど
、
ち
ょ
つ
と
し
た
不
注
意
が

取
り
返
し
の
っ
か
な
い
大
事
故

に
結
び
っ
い
て
し
ま
い
ま
す
」

と
、
警
防
課
の
遠
藤
主
任
。

臾
ぶ
ら
を
揚
げ
て
い
た
人

が
、火
を
止
め
ず
に
近
所
の
火

事
を
見
物
し
て
い
て
、
自
分
の

家
か
ら
も
火
を
出
し
た
、
と
い

う
ヶ
I
ス
が
実
際
に
起
き
て
い

ま
す
」
と
、
笑
え
な
い
話
も
。

く
れ
ぐ
れ
も
火
の
元
、
確
か

め
て
、
ご
用
心
、
ご
用
心
。

消防± 43人がかけっけ、消火・救出訓豪東にあたりました
工
事
情
報

)
公
園
土
井
苗
間
堀
公
園
造

成
(
～
3
月
)
、神
明
水
の
森

公
園
繿
持
て
3
月
)
、川
端

第
二
公
園
改
良
T
3
月
)
、

花
畑
公
恵
維
持
(
～
3
月
)

逾
路
街
路
灯
新
設
(
南
花

畑
四
丁
目
6
～
1
7
、～
3

月
)
、街
路
灯
新
設
(
中
川
二

丁
目
3
～
三
丁
目
鳰
～
3

月
)
、街
路
灯
新
設
(
花
畑
八

丁
目
7
・
8
、～
3
邑

〝道
〟
を
発
堀
中

伊
興
遺
跡

伊
興
町
狭
間
・
白
幡
・
谷
下

(
一
部
)
お
よ
び
東
伊
興
町
地

区
に
広
が
る
伊
興
遺
跡
。
区
で

は
、
平
成
元
年
度
か
ら
こ
の
地

区
の
本
格
的
な
発
掘
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。

東
伊
興
町
1
3
-
―
の
遺
跡
公

園
予
定
地
で
は
、
現
在
ま
で
に

総
面
積
2
千
7
1
6平
方
び
の
う
ち

5
4
0
平
方
び
を
発
掘
。
多
数
の
土

師
器
や
祭
祀
遺
物
の
ほ
か
井
戸

や
住
居
、
墓
な
ど
の
遺
構
も
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
1
0

月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
下

水
道
工
事
と
並
行
し
た
発
掘
調

査
で
も
、
多
数
の
遺
物
や
遺
構

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

ず

水
道
工
事
分
は
、
現
在

ま
で
に
2
地
点

、
幅
お
よ
そ
3

口

、
延
長
約
囲
び
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
古
墳

時
代
の
土
器
類
の
ほ
か
江
戸
時

代
の
陶
器
も
見
っ
か
っ
て
ぃ
ま

吽
。
井
戸
も
九

、
柱
の
跡
や

溝
も
多
数
見
つ
か
り
、
出
土
量

は
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て

い
ま
す
」
と
郷
土
博
物
館
中
山

俊
之
主
任
調
査
員
。

こ
の
下
水
道
工
事
に
伴
う
広

範
囲
な
発
掘
調
査
に
よ
り
、
都

市
化
の
た
め
、
道
路
や
宅
地
の

下
に
埋
も
れ
て
い
る
遺
跡
の
概

要
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

調
査
が
進
む
に
っ
れ
、
私
た

ち
の
前
に
伊
興
の
古
代
人
の
姿

が
一
層
鮮
や
か
に
浮
び
上
が
っ

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

遺跡公園予定地の発掘現場( 昨年)

チョット 自 然( 2)
気 軽にバードウォッチング

都市農業公園・芝川

今
、
区
内
の
河
川
や
池
で
多

く
の
渡
り
鳥
が
見
ら
れ
ま
す
。

マ
ガ
モ
や
オ
ナ
ガ
ガ
モ
な
ど
が

川
の
ほ
と
り
を
群
れ
を
な
し
て

泳
ぐ
姿
は
。冬
な
ら
で
は
の
情

景
。鹿

浜
二
丁
目
の
都
市
農
業
公

園
の
西
側
を
流
れ
る
芝
川
に

は
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
や
ヒ
ド
リ
ガ

モ
な
ど
が
群
れ
を
な
し
て
い

て
、
大
変
に
ぎ
や
か
。
川
幅
も

そ
れ
ほ
ど
広
く
な
く
、
ど
な
た

で
も
気
軽
に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
都
市
農
業
公
園
の
緑

に
誘
わ
れ
て
か
、
ウ
グ
イ
ス
や

ツ
グ
ミ
な
ど
も
見
ら
れ
、
川
辺

の
遊
歩
道
を
チ
ョ
ッ
ト
歩
く
だ

け
で
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
鳥
に

出
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
始

め
よ
う
と
い
う
方
、
今
が
チ
ャ

ン
ス
で
す
よ
。

交
通

西
新
井
駅
西
口
か
ら
東

武
バ
ス
鹿
浜
都
市
農
業
公
園

行
き
終
点
下
車

工
事
情
報

葢

園

保
木
間
公
園
維
持

T
2

月
)
西
新
井
中
央
公

屡

漏
T
3

月
)

}
遭
路
補
助
2
5
8
号
線
造
成
　

(～
3
月
)
、
路
面
側
溝
改
良

二
竹
の
塚
四
丁
目
1
～
3
j
1

月
)
へ

い
I
'

芝 川 を泳 ぐ カモ たち

新春クリーン作戦
東 綾 瀬 中 学 校

「
あ
き
缶
と
燃
え
る
ゴ
ミ
は

別
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
」

「
自
分
た
ち
の
生
活
環
境
を
き

れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」
1
綾
瀬

駅
前
で
東
綾
瀬
中
学
校
の
山
口

校
長
の
声
が
W
き
ま
す
。

東
綾
瀬
中
学
校
で
は
、
月
に
I

回
美
化
の
日
を
決
め
、
校
内

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地
域
の
清

掃
も
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
自
身
に
も
磨

き
を
か
け
。
自
分
の
学
校
、
町

を
自
慢
で
き
る
、
そ
ん
な
こ
と

を
清
掃
を
通
じ
て
学
ん
で
も
ら

え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

山
口
校
長
。

こ
の
日
(
1

月
2
6日
)
も
朝

か
ら
冷
え
込
み
が
き
び
し
く
、

寒
い
中
を
生
徒
た
ち
が
ゴ
ミ
袋

を
片
手
に
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。

東
京
武
道
館
や
公
園
整
備
で

き
れ
い
な
街
並
み
に
変
っ
て
ゆ

く
綾
瀬
、
み
ん
な
で
ゴ
ミ
の
な

い
ま
ち
に
し
た
い
で
す
ね
。

冷たいJ虱の吹く寒い中、いっしょうけんめいに
あき缶、ゴミくずを拾い集めました

新
年
会
で
国
際
交
流

海
外
技
術
者
東
京
研
修
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
各
国
や
中
南
米
な
ど
3
4

ヵ
国

。
約
1
9
0人
の
研
修
生
が

宿
泊
し
て
い
る
千
住
東
一
丁
目

に
あ
る
「
海
外
技
術
者
惠
示
研

修
セ
ン
タ
ー
」
で
、
研
修
生
と

地
元
町
会
や
関
係
者
、
千
寿
第

八
小
学
校
の
児
童
ら
が
参
加
し

て
新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
生
が
腕
に
よ
り
を
か
け

て
作
っ
た
各
国
の
自
慢
料
理
が

並
ぶ
な
か
、
千
寿
第
八
小
学
校

の
児
童
が
笛
の
演
奏
を
、
ま
た

研
修
生
は
母
国
の
歌
や
ダ
ン
ス

を
披
露
。

和
気
あ
い
あ
い
と
、
楽
し
い

時
間
を
一
緒
に
過
し
、
国
際
交

流
を
よ
り
深
め
ま
し
た
。

各国の自慢料理を食べて楽しい時
をi嵒しました

千寿第八小学校の児童が笛を嫁露
しました
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あがれ、大空ヘ! !
手作りたこあげ大会

江北小学校

1
月
1
3日
、
江
北
小
学
校
は

手
作
り
の
た
こ
あ
げ
大
会
を
開

き
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、「
も

の
を
作
る
喜
び
を
味
わ
い
、
先

生
と
児
童
が
い
っ
し
ょ
に
た
こ

あ
げ
を
楽
し
も
う
」
と
今
年
で
1
4

回
目
を
迎
え
た
同
校
の
伝
統

行
事
で
す
。

子
供
た
ち
が
上
げ
た
た
こ

は
、昨
年
1
2
月
か
ら
図
工
の
時

間
や
冬
休
み
に
手
作
り
し
た
も

の
。―
・
2
年
生
は
自
由
な
創

作
だ
こ
、3
年
生
は
縦
8
0
?
、

横
卯
。の
六
角
だ
こ
、4
～
6

年
生
は
5
、6
人
の
グ
ル
ー
プ

で
縦
2
び
、
横
卜
いの
大
だ
こ

を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ま
ず
校
庭
に
全

校
児
童
が
集
ま
り
、
た
こ
作
り

の
体
験
発
表
や
先
生
方
の
た
こ

の
審
査
な
ど
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
荒
川
河
川
敷
で
た
こ
あ
げ

開
始
。
風
に
向
か
っ
て
一
生
懸

命
走
っ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
協

力
し
あ
っ
た
り
、
子
供
た
ち
は

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

属廴が弱 かっ たの で鳧愚爾ヽに 走 り ました

興
本
体
育
館

パ
ド
ル
テ
ニ
ス

「
パ
ア
ー
ン
、
パ
ア
ー
ン
」
。

テ
ニ
ス
と
は
違
っ
た
ラ
ケ
ッ
ト

の
音
が
興
本
体
育
館
の
中
に
響

き
わ
た
り
ま
す
。
プ
レ
ー
し
て

い
る
の
は
、パ
ド
ル
テ
ニ
ス
「
メ

リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
」
の
皆
さ
ん
で

す
。パ

ド
ル
テ
ニ
ス
の
コ
ー
ト
は

テ
ニ
ス
の
約
半
分
の
大
き
さ
。

ラ
ケ
ッ
ト
は
パ
ド
ル
と
呼
ば

れ
、
卓
球
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
大
き

く
し
た
よ
う
な

板
状
の
も
の
を

使
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
二

ユ
ー
ス
ポ
ー
ツ

と
言
わ
れ
る
も

の
で
、
区
内
で

活
助
し
て
い
る

の
は
、
昨
年
1
2

月
に
興
本
セ
ン

タ
1
の
パ
ド
ル

テ
ニ
ス
教
室
修

了
者
で
発
足
し
た
、
こ
の
メ
リ

ー
ポ
ピ
ン
ズ
だ
け
。
現
在
メ
ン

バ
ー
1
7人
。
月
3
回
土
曜
日
、

熱
心
な
練
習
が
続
い
て

い
ま

す
。「

子
供
か
ら
お
と
し
よ
り
ま

で
競
技
を
楽
し
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
齢
に
あ
っ
た
体
力
づ
く
り

に
最
適
で
す
」
と
指
導
員
の
坂

牧
勇
次
郎
さ
ん
。
サ
ー
ク
ル
代

表
の
竹
本
節
子
さ
ん
は
「
始
め

て
2

、
3
回
で
も
ゲ
ー
ム
が
で

き
て
、
非
常
に
楽
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

入
会
等
く
わ
し
く
は
竹
本
さ

ん
(
'
‘
8
9
8
2
4
8
4
)へ
。

だ れで も楽 し くプレ ーで き ます
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